































   古代・中世班 　 呉座勇一
　近世班  　 木場貴俊
　近代班　　　 　 前川志織
　現代班　　 　 アルバロ
研究紹介①   呉座勇一







































































































































































































































































































































































































































2018 年 12月 17 日（月） ～ 2019年 2 月23 日（土）
開館時間 ： 10:00-17:00（入館は 16:30 まで）
休館日 ：日曜 ・祝日、12月 29日（土）～ 2019年 1月 5日 (土 )、1月 19日（土）















































































































































































































































































行なった。インタビューはThe Anime Ecology: 
A Genealogy of Television, Animation, and 





omy: How Japan Transformed the Consumer 













　Jacqueline Ristola (Concordia University)
　“Big Anime eyes!”: Three moments in the trans-
national circulation of the aesthetics of anime
　Il Im Kim (International Research Center for 
Japanese Studies)
　The invention of Otaku terminology
　Edmond Ernest Dit Alban (Concordia Univer-
sity)
　Where Media changed the Perception of Social 
Space: The Urban Planning of Otaku territories 
since 1990
　Laura Ivonne Quiroz Castillo (The Metropolitan 
Autonomous University)
　(Re)configuring common places through cos-
play: Codigophagia and transformations of Mexi-
can pop-cultural scapes.
　Diane Wei Lewis (Assistant Professor, Washing-
ton University in St. Louis)
　“Kitchen Programmers”: Housewife Teleworkers 
and the Information Technology (IT) Revolution 
in Early 1980s Japan
　Chen Cong (McGill University)
　Historicizing “Sounds Right”: Seiyu, Audiovisual 
Conformity, and Media Environment in Japan
　Álvaro David Hernández Hernández (Interna-
tional Research Center for Japanese Studies)
　The Vocaloid scene in Japan as an interinstitu-
tional system: an open network of closed worlds
　Aurélie Petit (Concordia University)
　Of Tentacles and Men: An approach to the 
French reception of Japanese  pornographic 
animation, between 1978 and 2008
　Maki Suzuki (Tokyo University)
　How can we evaluate the “peripheral” nature of 
manga?
　Hang Wu (McGill University)
　How to Eat a Monster: The Production of Ani-
mated Special Effects in Monster Hunt (2015)
左　トーマス・ラマール
The Anime Ecology: A Genealogy of Television, Animation, 
and Game Media (Minesota Press 2018) 
右　マーク・スタインバーグ
The Platform Economy: How Japan Transformed the 



































（3回）。テーマは「Inventing the Modern Jap-
anese Novel」（妖怪とメディア論）。
　コンコルディア大学、Global Emergent Media 
Labの読書グループに参加。テーマはYves Citton 
































No. 03  2019
タイトルデザインの図版の原典は左からの順で以下の
通りです。
1)「福冨長者物語」
神谷詮敬（1775年写）日文研所蔵
2)「百鬼ノ図」
伝土佐光吉 （1539-1613）日文研所蔵
4) 「絵葉書世界」第14号より、日文研所蔵
5) 山路亮輔 (2015年)「縦スクロールまんが」より
　お知らせ
大衆文化研究プロジェクトでは、秋から冬にかけて、次の事業を実施予定です。
・「パリ・アカデミックプログラム」「時代劇映画『旗本退屈男』きもの展示」（仮）
10月下旬に、パリのディドロ大学とINALCO（フランス国立東洋言語文化研究所）に
おいて、「パリ・アカデミックプログラム」と題し、日本の大衆文化研究についてのシリー
ズ講義およびワークショップを開催予定です。またこれに関連して、パリ日本文化会館（予定）
において、東映・東映太秦映画村・国立歴史民俗博物館との共催による「時代劇映画『旗本退屈
男』きもの展示」（仮）と題する企画が進行中です（大正期に活躍した日本画家でのちに
映画美術の世界で活躍した甲斐庄楠音が手掛けた映画『旗本退屈男』の貴重な舞台衣
装を展示予定）。 なお、同展示会期中（10月24日を予定）には、フランス語字幕入りの
『旗本退屈男』の上映も行う予定です。
・「明治期の文芸雑誌と図案教育にみるアール・ヌーヴォー受容と大衆文化（仮）」展
京都工芸繊維大学美術工芸資料館との連携により、両機関の所蔵品を中心に、明治期における
京都高等工芸学校（1902年創立）の図案教育と文芸雑誌の挿絵についての資料を展示するこ
とで、日本の大衆文化におけるアール・ヌーヴォー受容の一端を紹介します。
・メキシコマンガ「イストリエタ」展示
京都国際マンガミュージアムで2019年12月7日から、メキシコマンガ（イストリエタ）を中心にす
る展示と講義会を企画中です。日本大衆文化の一面である日本マンガ文化と他国のマンガ文化
との交流を目指す展示企画です。
